


















バイザー Cider Visorということもある)｡ これ
に関連したジョークや歌, 居酒屋などで語られる
逸話 (例えば, パブで美しい女性と知り合い, そ
のまま朝まで過ごし, 朝ベッドで寝ている姿を見
たら, 美しいなんてとんでもない女性で驚愕した

















Gilleyの曲, Don’t the Girls All Get Prettier at
Closing Timeから発想を得たバージニア大学の
Pennebakerらのグループによってはじめに検討
されたものである (Pennebaker et al., 1979)｡ 彼
らの論文の副題は ｢カントリー＆ウエスタンの心
理学への適用 (A Country and Western Appli-






の客に対して, 午後 9時, 午後 10時半, 午前 0時
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ように思われるが, Brehm (1966) の心理的リ
アクタンス理論や認知的不協和理論と整合する説
明の仕方である｡
2) Nida & Koon (1983) の研究














定させた｡ その結果は, Fig. 2のようになった｡
つまり, この効果は, 学校のバーでは生じず, カ
ントリーバーでのみ確認された｡
3) Sprecher et al. (1984) の研究




Fig. 2 Nida & Koon (1983). Male patrons of





























Fig. 1 Pennebaker et al. (1979). Subjects’ re-



















































比較的大きな 2つのバーの客, 男女 48人ずつ,
合計 96人が被験者となった｡ 実験が行われたの
は午後 10時半と午前 0時である (この実験では
9時の条件はない)｡ なお, この店の閉店時間は




つもりで)｣ の 4問 (10段階評定), そして, そ
のときまでの飲酒量であった｡
ところが, この実験では, まず, 閉店効果が明
確に得られなかった｡ 異性の魅力度の評定値の結















4) Gladue & Delaney (1990) の研究







である｡ このため, 研究は一時停滞したが, あら
ためて, この問題を検証しようと考えたのが,












ていた｡ そのため, 閉店間近には, 異性を魅力的
だと評価する客が単に多く来店している, という
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Fig. 3 Sprecheret al. (1984). Subjects’ reports
































(Kirsten, Oinonen & Sterniczuk, 2007)｡
実験は, 大学そばの大きなバーで行われた｡ こ
れは, Sprecherの実験と同様のセッティングで
ある｡ 実験は午後 9時, 午後 10時半, 午前 0時
に行われた｡ 閉店時間は午前 1：00, ラストオー
ダーは 0：30である｡ 被験者は, 男性 137名, 女

















































け認められた (Fig. 5A, Fig. 5B)｡









Fig. 4 Gladue & Delaney (1990). Subjects’ re-





















































るようにするためであった｡ 午後 9時, 午後 10




いての魅力度を 5段階で評定した｡ また, 同時に
呼気中のアルコール濃度を測定した｡
実験参加者は全部で 87人 (はじめに 166人で
スタートしたが, 途中で帰ったものと薬物使用者
などをのぞき結局この人数になった), 男性 51％,












Fig. 5A Madey et al. (1996). Subjects’ reports
of attractiveness of opposite and same

































Fig. 5B Madey et al. (1996). Subjects’ reports
of attractiveness of opposite and same

































Fig. 6 Johnco et al. (2010). Subjects’ reports of






























































et al. (1996) の結果もこの理論とは整合してい


































































を分離しようとした研究では, Sprecher et al.
(1984) や Gladue & Delaney (1990) の研究でア
ルコールの効果はあまり存在せず, 閉店効果が大
きいという結果を出している｡ また, Johnco et






















ら 26歳の男女 80名で, 半数の参加者は当日酒を
飲んでおらず, 残りの半数の参加者は調査時から




一画で, 実験を受けた｡ 実験では, 118人 (男女
59人ずつ) の若者の写真がパソコン上に順次, 提
示された｡ 実験参加者はこの写真を見て, その魅
力度を 1＝全く魅力的でない (highly unattrac-
















ついてのみ生じるのである｡ また, 第 3実験では
腕時計の魅力度で同様の評定実験を行っているが,
やはりアルコールの効果は得られていない｡
2) Parkerら (2008) の研究











名である｡ このうち, 半数が男性, 半数が女性で
ある｡ 彼らのうち半数は実験群, 残りはプラセボ
群に割り当てられた｡ 実験群には, 水割りのウォッ
カで 3.5ユニット (14％ワイン 250 mlに相当)
のアルコールを摂取させた｡ 統制群にはライムで
味付けされた同量のトニックウォーターが与えら
































の男性と 39名の女性, いずれも異性愛者) が参
加した｡ 実験者は, 午後 9時と午前 0時にキャン
パス内のバーやパーティーに現れ, そこで, 酒を
飲んでいる客を見つけ, 実験に協力してくれるか
どうか尋ねた｡ 了解が得られた場合, まず, 呼気
からのアルコール度数測定装置によって, アルコー











力度評定値 (3.26) に比べて, 中程度の摂取量の



































5) Egan & Cordan (2009) の研究





























































と (Cooper, 2002) やとくに女性においてアルコー
ル影響下で主観的な性的な衝動が増加する可能性
があること (Beckman & Ackerman, 1995) など
から, アルコールは一定の状況下では性行動を促
進すると考えられている｡ また, その神経機序に
ついての研究も進んでいる (Lee, Kim, Dunning












Proffitt, Grady & Sumich, 1998)｡ とすれば,
アルコールが摂取されればされるほど, 人物は左
右対称に見え, 結果的に魅力度が上昇するという
のである｡ 関連した研究として, Oinonen &
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Beer Goggles Effects :
Psychological Studies of Physical Attractiveness ( 1 )
OCHI Keita
Abstract
The aim of the present paper is to review the current studies on the “beer goggles” effect, the
phenomenon that causes people who have been drinking beer to interpret the opposite sex as
attractive. As a result, empirical evidence indicates that the beer goggles effect consists of two
effects; one of them is the effect that the opposite sex look more attractive as closing time ap-
proaches, and the other is the effect that the opposite sex look more attractive under the influ-
ence of alcohol.
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